
2020年度科学研究費においての活動状況

代表区分 研究種目 所属 職名 氏名 課題名 研究期間

1 人文学部 准教授 嘉数　健悟
地域連携型による自律的な教職課程の質保証に向けた
評価システムの開発

H30～R3

2 人文学部 教授 山野　良一
基礎自治体における子どもの貧困対策の現状と課題に関
する総合的研究

R2～R3

3 人文学部 准教授 吉川　麻衣子
沖縄戦体験者のニーズに即した「見える物語綴り法」の開
発と高齢者心理臨床への応用

H28～R1

4 経法商学部 教授 春田　吉備彦
在日米軍基地従業員に対する国内労働法規適用につい
ての実践的検証

H30～R2

5 経法商学部 准教授 我部　聖 現代沖縄における思想の生成に関する基礎研究 H30～R2

6 人文学部 教授 宮城　能彦
沖縄村落共同体像を問い直す―近代沖縄村落共同体の
形成過程と本質―

H30～R2

7 経法商学部 教授 成定　洋子 戦後沖縄における労働とジェンダーに関する基礎的研究 H30～R2

8 経法商学部 教授 小野　啓子
ハワイ・マウイ島の糖業プランテーションタウンの地図化と
各種情報の統合化

H30～R2

9 経法商学部 教授 若林　千代
米軍統治下の沖縄における占領の社会史と秩序意識に
関する基礎研究

H31～R3

10 経法商学部 准教授 島袋　隆志
労働紛争解決制度の企業行動に与える影響の基礎的研
究－沖縄の労働環境の改善を念頭に－

H31～R3

11 健康栄養学部 教授 宮良　恵美
機能性食品素材フコイダンのHTLV-1感染抑制作用機構
と腸管吸収

H31～R3

12 経法商学部 准教授 岩垣　真人
「後発高等教育機関」の教育史的研究ー既存の法学・経
済学教育に対する独自性の追求ー

R2～R6

13 人文学部 講師 久米　大祐
精神ストレス誘発性の動脈硬化を予防する運動プログラ
ムの基盤創出

R1～R3

14 健康栄養学部 教授 新城　正紀
DV被害をスクリーニングできるIPV被害者発見尺度の実
用化の検討

R1～R3

15 経法商学部 准教授 大城　淳 地域金融市場の空間経済分析 H30～H33

16 経法商学部 准教授 前田　舟子
近世琉球王国における評価貿易の史的展開とその構造
分析に関する研究

H30～H33

17 特別研究員奨励費 現代沖縄研究科 特別研究員 秋山　かおり
アメリカ合衆国ハワイ準州捕虜収容所史に関する研究－
日本人・沖縄人捕虜の移送と労働

H31～R3

代表区分 研究種目 所属 職名 氏名 課題名 研究期間 研究代表者

1 国際共同研究強化(B) 人文学部 准教授 嘉数　健悟
健康・学力格差の是正をねらった幼少期教育プログラム
（沖縄－マオリ）モデルの開発

H30～R4 文教大学　教授　小林　稔

2 基盤研究A 人文学部 教授 山野　良一
子どもの貧困に関する総合的研究：貧困の世代的再生産
の過程・構造の分析を通して

H28～R1 北海道大学　教授　松本伊智朗

3 人文学部 講師 天久　大輔
地域連携型による自律的な教職課程の質保証に向けた
評価システムの開発

H30～R3 沖縄大学　准教授　嘉数健悟

4 人文学部 教授 吉井　美知子
再生可能エネルギー技術移転による日越韓台持続可能
社会実現ロードマップ策定国際研究

H30～R2 福島大学　教授　坂本　恵

5 経法商学部 准教授 大城　淳
人口動態が地域経済政策に及ぼす効果についての空間
経済分析

H30～R3 東京大学　教授　佐藤泰裕

6 経法商学部 教授 若林　千代 現代沖縄における思想の生成に関する基礎研究 H30～R2 沖縄大学　准教授　我部　聖

7 人文学部 教授 渡邉　ゆきこ
音声認識システムとVRチャットボットで学ぶ外国語音声コ
ミュニケーション教材の開発

H31～R3 大阪大学　准教授　大前智美

8 経法商学部 講師 朱　愷雯
対訳コーパスの開発に向けた日韓中英会計用語データ
ベースの構築

H31～R3 近畿大学　教授　浦崎直浩

9 健康栄養学部 教授 新城　正紀
DV被害女性患者のスクリーニングおよび対応についての
看護実践とその評価

H30～R2 沖縄県立看護大学　准教授　井上松代

10 健康栄養学部 准教授 宮良　恵美
アジア・太平洋地域のHTLV-1キャリア分布調査および
genotype解析

H31～R3 琉球大学　教授　福島卓也

2020年度　環境研究総合推進費においての活動状況

代表区分 領域 所属 職名 氏名 課題名 研究期間

1 代表 自然共生領域 経法商学部 准教授 城ヶ原　貴通
侵略的外来哺乳類の防除政策決定プロセスのための対
策技術の高度化

R2～R4

分担

代表

基盤研究B

基盤研究C

若手研究

基盤研究B

基盤研究C


